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の 1 年 4 ヶ月にわたり、乃木将軍の率いる第三軍に第 11 師団将校として
日露戦争に参戦した。この間、日露戦争中で最も熾烈を極め日露両軍が多
大な死傷者を出した旅順攻囲戦を、第 11 師団の参謀業務の立場から間近



























た同 8 月以降 3 回の総攻撃を経て所属の第 11 師団が三大堡塁のひとつで
ある東鶏冠山北堡塁を破壊・占領するまでである。 
 

































の 1 年 4 ヶ月にわたり、乃木将軍の率いる第三軍に第 11 師団将校として
日露戦争に参戦した。この間、日露戦争中で最も熾烈を極め日露両軍が多
大な死傷者を出した旅順攻囲戦を、第 11 師団の参謀業務の立場から間近



















































































































































































































  山 川 草 木 轉 荒 涼  十 里 風 腥 新 戦 場 






























































































  山 川 草 木 轉 荒 涼  十 里 風 腥 新 戦 場 












































図3 晩年の川瀬亨 (上村嶺子氏提供) 































































図3 晩年の川瀬亨 (上村嶺子氏提供) 






















































































































































































































































































































図6 旅順要塞攻囲図 （明治37年10月25日時点） 









































































































































































































































































































































































領することとされていた 9。  

























































































図8 東鶏冠山北堡塁の外濠側防施設 11 













































































図8 東鶏冠山北堡塁の外濠側防施設 11 

















































『第三軍命令 11 月 27 日午前 10 時 於松風山東南高地  一．軍は一
時現攻撃正面ニ於ケル攻撃ヲ中止シ更ニ 203 高地ヲ攻撃トシテ之ヲ奪取









































































































『第三軍命令 一月一日正午 於柳樹房 軍ハ前日来ノ数戦闘ニ依リ確実
ニ東鶏冠山北、二龍山及松樹山ノ三砲台を占領セリ（以下略） 第三軍司
令官男爵 乃木希典』 
























































































































































































図9 東鶏冠山北砲台西側外濠内の破壊された建物の外観  
































































図9 東鶏冠山北砲台西側外濠内の破壊された建物の外観  

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































16 「第三軍命令 1 月 1 日、軍は確実に東鶏冠山北 二龍山及松樹山の三
砲台を占領せり（旅順攻囲軍参加日誌別綴 明治 37 年）」に記述があ
る。 














































12 「第三軍命令 11 月 23 日、軍は 26 日攻撃再興し望台一帯の高地を奪
取せんとす（旅順攻囲軍参加日誌別綴 明治37年）」に記述がある。 
13 「第三軍命令 11月27日、軍は現攻撃中止、更に203高地を奪取せん
とす（旅順攻囲軍参加日誌別綴 明治37年）」に記述がある。 
14 「第三軍命令 12月4日、第7師団5日203高地西南部嶺頂に向い突
撃を決行他（旅順攻囲軍参加日誌別綴 明治37年）」に記述がある。 
15 「連合艦隊告示第216号 12月23日、旅順港内敵艦隊滅亡せり（旅順
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